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JA全農ウィークリーは
こちらから

（耕種資材部）

共同購入
第3弾コンバイン決定

2面

（耕種資材部・東京都本部）

東京都と
再生りん連携協定を締結

2面



News!

News!

東京都と再生りん連携協定を締結

共同購入第３弾コンバイン決定

下水に含まれる肥料資源を広域で利用促進

現行機に比べておおむね15 ～ 18％の価格引き下げに

耕種資材部・東京都本部

耕種資材部

　
全
農
は
12
月
15
日
、国
内
肥
料
資
源
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
て
東

京
都
と
下
水
再
生
り
ん
の
広
域
で
の
肥
料
利
用
に
向
け
た
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、第
1
弾
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー（
2
0
2
1
年
3
月
末
供
給

終
了
）、第
2
弾
の
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー（
24
年
1
月
末
供
給
終
了
予
定
）

に
続
く
共
同
購
入
の
第
3
弾
と
し
て
、コ
ン
バ
イ
ン（
4
条
刈
り
＝
50

馬
力
ク
ラ
ス
）を
決
定
し
ま
し
た
。現
行
機
と
比
較
し
、お
お
む
ね
15
〜

18
%
程
度
の
価
格
引
き
下
げ（
※
1
）を
実
現
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
こ
れ
ま
で
も
他
の
地

方
自
治
体
と
連
携
し
、
下
水
汚

泥
も
し
く
は
処
理
水
か
ら
取
り

出
し
た
り
ん（
再
生
り
ん
）を
国

内
肥
料
資
源
の
一
つ
と
し
て
、

そ
の
発
生
地
域
を
中
心
に
活
用

し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
東
京
都
は
下
水
処
理

に
お
け
る
環
境
負
荷
低
減
の
た

め
に
り
ん
回
収
実
証
施
設
の
導

入
な
ど
に
着
手
し
て
お
り
、
将

来
的
に
多
量
の
再
生
り
ん
の
発

生
が
見
込
ま
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

都
内
で
発
生
す
る
再
生
り
ん
を

安
定
調
達
可
能
な
国

内
肥
料
資
源
の
一
つ

と
し
て
、
東
京
都
を

は
じ
め
と
し
た
広
域

で
の
活
用
を
視
野
に

同
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
都
庁
で
行
わ
れ
た

締
結
式
に
は
、
全
農

か
ら
野
口
栄
代
表
理

事
理
事
長
、
東
京
都

本
部
の
梅
沢
治
政
副

本
部
長
ら
が
出
席
し
、

わ
が
国
の
食
料
安
全

保
障
や
環
境
負
荷
の

少
な
い
農
業
の
推
進

な
ど
、
協
定
締
結
の

意
義
を
確
認
し
ま
し

た
。

（
左
か
ら
）全
農
東
京
都
本
部
の
梅
沢
治
政
副
本
部

長
、野
口
栄
理
事
長
、小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
、

都
下
水
道
局
の
佐
々
木
健
局
長
、都
産
業
労
働
局

の
坂
本
雅
彦
局
長

共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン

（
Ｙ
Ｈ
４
４
８
Ａ
Ｅ
Ｊ
Ｕ
）

※
１
：
価
格
引
き
下
げ
率

は
地
域
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

※
２
：
公
益
社
団
法
人
日

本
農
業
法
人
協
会
・
全

国
農
協
青
年
組
織
協
議

会
・
全
国
農
業
青
年
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
コ

ン
バ
イ
ン
の
仕
様
に
つ
い
て

7
0
0
0
人
以
上
の
稲
作
生
産

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
農
業
者

団
体（
※
2
）と
の
意
見
交
換

を
実
施
。
生
産
者
の
声
を
踏
ま

え
、22
年
9
月
に
国
内
農
機
メ
ー

カ
ー
4
社
に
開
発
要
求
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
メ
ー
カ
ー
が
提
案

し
た
開
発
機
に
つ
い
て
、
23
年

11
月
に
農
業
者
団
体
の
代
表
者

と
と
も
に
実
機
や
試
験
デ
ー
タ

を
確
認
・
検
証
。見
積
も
り
比
較

の
結
果
、
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ

ン
を
Y
H
4
4
8
A
E
J
U（
製

造
元
：
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
㈱
）に

決
定
し
ま
し
た
。

　
必
要
な
機
能
を
厳
選
し
、
価

格
を
抑
え
な
が
ら
も
、
機
体
を

水
平
に
保
つ
車
体
水
平
制
御
や

湿
田
作
業
で
も
滑
ら
か
な
旋
回

と
安
定
し
た
直
進
が
で
き
る
常

時
駆
動
方
式（
F
D
S
）な
ど
、

作
業
性
に
優
れ
た
機
能
を
採
用

し
ま
し
た
。出
荷
開
始
は
、

24
年
4
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
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News!

News!

News!

秋田で石川佳純４７都道府県サンクスツアー

全日本農林水産学生弁論大会を後援

アイデア発想ワークショップ開催

石川佳純さん自ら「石川佳純カレー」を提供

１位は東京大学の伊藤さん、２位に早稲田大学の佐藤さん

１0企業が異業種交流、新規事業のヒントに

広報・調査部

総務人事部 / 広報・調査部

AgVenture Lab

　
全
農
は
12
月
17
日
、秋
田
県
由
利
本
荘

市
の
ぽ
ぽ
ろ
健
康
運
動
公
園
総
合
体
育

館
で
、全
農
所
属
で
元
卓
球
日
本
代
表
の

石
川
佳
純
さ
ん
に
よ
る
卓
球
教
室「
全
農

p
r
e
s
e
n
t
s
石
川
佳
純
47
都
道

府
県
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
in
秋
田
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
全
農
は
12
月
3
日
、東
京
農
業
大
学
農

友
会
講
演
部
が
主
催
す
る「
第
2
回
東
京

農
業
大
学
長
杯 

全
日
本
農
林
水
産
学
生

弁
論
大
会
」を
後
援
し
ま
し
た
。

　
Ag
V
e
n
t
u
re 

L
a
b（
あ
ぐ

ラ
ボ
）は
12
月
1
日
、
ア
イ
デ
ア
発
想

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、農
林
中
央

金
庫
・
㈱
農
協
観
光
・
全
農
の
他
、ニ
チ

レ
イ
グ
ル
ー
プ
や
鉄
道
・
総
合
物
流
・

イ
ン
フ
ラ
上
下
水
道
な
ど
業
種
を
超
え

た
10
企
業
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
石
川
さ
ん
が
自
身
の

プ
レ
ー
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、参
加
し

た
秋
田
県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
直
接

指
導
し
ま
し
た
。同
日
開
催
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
石
川
さ
ん
が
〝
食
”に
ま
つ

わ
る
体
験
談
を
語
っ
た
ほ
か
、子
ど
も
た

ち
か
ら
の
質
問
に
も
答
え
る
な
ど
、交
流

を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
ま
た
イ
ベ
ン

ト
前
に
は
石
川

さ
ん
が
監
修
し

た「
石
川
佳
純

（
か
す
み
ん
）カ

レ
ー
」の
試
食

会
を
実
施
。
子

ど
も
た
ち
に

地
元
の「
あ
き

た
こ
ま
ち
」と

一
緒
に
カ
レ
ー

を
提
供
し
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
50
年
以
上
続
い
た「
農
林

水
産
大
臣
杯
」か
ら
昨
年
、名
称
を
変
更

し
、今
年
で
2
回
目
の
開
催
で
す
。全
農

か
ら
は
清
水
武
寛
総
務
人
事
部
長
が
審

査
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
10
大
学
11
人
の
代
表
者
が
農
地
や
酪

農
経
営
、環
境
問
題
な
ど
農
林
水
産
業
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
提
言
や
主
張
を

発
表
し
ま
し
た
。聴
衆
か
ら
の
厳
し
い
質

問
に
も
堂
々
と
回
答
し
、白
熱
し
た
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
1
位
は
東
京
大
学
の
伊
藤
快
さ
ん
、

第
2
位
は
早
稲

田
大
学
の
佐
藤

圭
悟
さ
ん
で
そ

れ
ぞ
れ
東
京
農

大
学
長
賞
と
全

農
会
長
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

全
農
は
今
後
も

日
本
の
食
と

農
の
未
来
を
担

う
次
世
代
を
応

援
し
て
い
き
ま

す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
は
参
加
者
同
士

が
肩
書
に
関
係
な
く
指
定
さ
れ
た
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い
、
異
業
種
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
は
、「
人
間
の
欲
求
」

と「
お
題
」を
組
み
合
わ
せ
た
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
使
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
創

発
し
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
試
作
品
モ
デ
ル

を
作
成
。各
チ
ー

ム
が
寸
劇
な
ど

を
交
え
て
発
表

し
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
普
段

の
業
務
で
は
得

ら
れ
な
い
思
考

や
セ
ン
ス
に
触

れ
、
新
規
事
業

創
発
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う

機
会
に
な
り
ま

し
た
。

石
川
さ
ん
と
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
秋
田
県
の
子

ど
も
た
ち

全
日
本
農
林
水
産
学
生

弁
論
大
会
の
発
表
者
ら

試
作
品
モ
デ
ル
を
使
っ

て
発
表
す
る
参
加
者
ら
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　動画の長さは8分20秒程度で、全農の歴史と果た
す役割、経営理念である「全農グループは生産者と消
費者を安心で結ぶ懸け橋になる」を実現するための主
な取り組みについて紹介をしています。全農グループ
の多岐にわたる事業を米穀農産事業、園芸事業、耕
種生産事業、畜産・酪農事業、生活関連事業、リテー
ル事業の6つの事業部門に分け、特徴的な取り組み
や今後の展望について印象的な映像とともに伝えてい
ます。
　これからも日本の農業を支えていくために、各事業部
では日々変化する情勢や生産現場の課題解決に向けた
新たな取り組みを進めており、動画で取り上げる内容に

　全農は、新規取引先などに向けて全農グループの取り組む各種事業について広く周知し、理解を深めてい
ただくことを目的に全農グループの事業紹介動画を作成しました。また、動画作成にあたり、全国各地のJA
などにご協力をいただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【広報・調査部】

全農グループの
事業紹介動画が完成
多岐にわたる事業への理解を深めていただくために

動画はこちら

ついても中期事業計画ごとに更新をしていく予定です。
　現在、日本語のナレーション版の動画をYouTube上
で公開しており、2月初旬には英語のナレーション版と
中国語の字幕版も公開予定です。全農グループの商談
や展示会、直営店舗など幅広い場面で活用することで、
国内外を問わず多くの方に全農グループの取り組みが伝
わることを期待しています。
　全農は今後も各種広報活動を通じて全農グループへ
の理解を深めていく取り組みを進めていきます。

動画冒頭メインメッセージ

全国各地で活躍する
全農グループ従業員

全農の歴史

事業部門を6つに
分類し紹介

JA Zennoh W
eekly
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J
A
ズ
ー
ム
イ
ン JAグリーン近江

（滋賀県）

概要 2023 年３月 31日現在

正組合員数　　　　      　8156人
准組合員数　　　  　 　1万5471人
職員数                       423人
販売品取扱高             69億1千万円
購買品取扱高          33億6千万円
貯金残高  　         3139億4千万円
長期共済保有高      6115億3千万円
主な農産物　近江牛、近江米、日野菜、

トマト、キャベツ、キュウリ、黒豆

JJ
AA
ら
し
い
相
談
機
能
の
発
揮
へ

ら
し
い
相
談
機
能
の
発
揮
へ

情
報
発
信
と
参
画
の
仕
組
み
整
備

情
報
発
信
と
参
画
の
仕
組
み
整
備

な
ど
と
併
せ
、
特
産
品
の
生
産

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
23
年
7
月
、
組
合
員
と
J
A

を
つ
な
ぐ
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

「
n
i
m
a
r
u
J
A
」
を
導
入

し
ま
し
た
。J
A
で
は
、
今
年

度
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
第
10
次
中
期
経
営
計
画
の
中

で
、「
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル

を
融
合
し
た
J
A
ら
し
い
相
談

機
能
の
発
揮
」を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
組
合

員
へ
の
情
報
発
信
と
組
合
員
が

事
業
運
営
に
参
加
・
参
画
す
る

仕
組
み
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル「
n
i
m
a
r
u

J
A
」の
活
用
を
決
定
し
ま
し

た
。「
n
i
m
a
r
u
J
A
」
は

で
あ
る「
日ひ

野の

菜な

」が
、「
近
江
日

野
産
日
野
菜
」と
し
て
地
理
的
表

示（
G
I
）保
護
制
度
に
登
録
さ

れ
、黒
エ
ダ
マ
メ
の「
近
江
黒
ダ

イ
ヤ
」や
白
ネ
ギ
の「
信
長
ね
ぎ
」

み
の
説
明
に
加
え
、組
合
員
・
職

員
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
聴
き

取
り
、導
入
に
向
け
て
の
反
応
と

効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
2
カ
月
間
の
ト
ラ
イ
ア
ル
実

施
の
結
果
、登
録
率
は
70
%
、既

読
率
は
平
均
80
%
と
な
り
、
従

来
の
郵
送
や
電
話
に
よ
る
情
報

発
信
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
活

用
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
11
月
か
ら
の
本
格
導
入
で

は
、
ま
ず
は
全
総
代
、
全
役
職

員
向
け
に
登
録
を
案
内
し
、
現

在
6
7
0
人
の
登
録
が
完
了
し

て
い
ま
す
。今
後
、よ
り
多
く
の

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の
タ
イ
ム

リ
ー
か
つ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
情

報
配
信
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

岐
阜
県

三
重
県

京都府

福井県
滋
賀
県

　
滋
賀
県
の
J
A
グ
リ
ー
ン
近

江
は
、
鈴
鹿
の
山
岳
地
帯
か
ら

琵
琶
湖
の
水
郷
地
帯
に
囲
ま
れ

た
豊
か
な
農
地
が
広
が
る
、
近

江
米
・
近
江
牛
の
一
大
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年

10
月
21
日
に
は
カ
ブ
の
在
来
種

L
I
N
E
を
入
り
口
に
し
て
シ

ン
プ
ル
か
つ
手
軽
に
利
用
で
き

る
ツ
ー
ル
で
す
。職
員
の
事
務
時

間
を
効
率
化
し
、組
合
員
と
の
対

話
機
会
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
7
月
か
ら
の
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施

で
は
、同
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

㈱
k
i
k
i
t
o
r
i
の
上
村

聖
季
代
表
取
締
役
を
招
き
、
6

月
29
、30
日
の
2
日
間
で
、認
定

農
業
者
向
け
、役
員
向
け
、職
員

向
け
の
説
明
会
を
計
3
回
開
催
。

「
n
i
m
a
r
u
J
A
」
の
仕
組

特産品「日野菜漬」 近江日野産日野菜

上村代表取締役を招いて説明会を
実施

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
融
合

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
融
合

新
し
い
ツ
ー
ル
を
活
用

新
し
い
ツ
ー
ル
を
活
用

全
総
代
、全
役
職
員
の

全
総
代
、全
役
職
員
の

本
格
導
入
で
登
録
進
む

本
格
導
入
で
登
録
進
む

導入した「nimaruJA」の仕組み
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w
o
r
k
」を
活
用
し
た
副
業
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
労
働
力
支
援
や
企

業
研
修
へ
の
農
業
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
22
年
は
二
つ
の
企
業
の
社

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
労
働
力

支
援
、
23
年
は
一
つ
の
企
業
の
新
入

で
は
そ
の
時
期
が

「
博
多
あ
ま
お
う
」の

最
盛
期
で
選
果
場
の

人
手
不
足
が
深
刻
な

状
況
で
あ
り
、
福
岡

県
側
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
備
す
れ
ば
、

産
地
間
連
携
と
し
て

の
取
り
組
み
が
可
能

と
判
断
。
ト
ラ
イ
ア

ル
で
は
労
働
者
派
遣

事
業
を
行
う
地
元
企

業
ジ
ャ
ム
セ
レ
ク
ト

（株）
の
協
力
を
得
て
約

40
人
を
県
内
4
施

設
で
受
け
入
れ
て
い

ま
す（
24
年
4
月
ま

で
の
予
定
）。

　
例
年
、
選
果
場
で

は
労
働
者
の
入
れ
替

わ
り
が
激
し
く
、
都

度
作
業
説
明
な
ど
に

時
間
を
取
ら
れ
、
作

業
効
率
が
よ
い
と
は

言
え
な
い
状
況
で

す
。
し
か
し
、農
作
業
経
験
が
あ
り
、

日
本
語
も
通
じ
る
労
働
者
が
約
５

カ
月
間
確
保
で
き
れ
ば
、
作
業
効
率

も
上
が
り
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
員
研
修
で
県
内
５
カ
所
の
農
業
法

人
や
県
本
部
の
選
果
場
な
ど
で
農
作

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
や
り
た
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
、
農
業
未
経
験

者
で
も
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
関
心

を
持
つ
人
が
多
い
こ
と
や
、
企
業
研

　
福
岡
県
本
部
、
九
経
連
、
農
林
中

金
は
、「
地
元
の
企
業
な
ど
で
地
元
の

農
業
を
支
え
る
仕
組
み
」
を
作
る
べ

く
、
22
年
２
月
に「
農
業
の
活
性
化

に
関
す
る
三
者
連
携
協
定
」
を
締
結
。

三
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
寄
り
活
用
す

る
こ
と
で
、
担
い
手
不
足
の
解
消
や

地
産
地
消
の
推
進
な
ど
農
業
に
係
る

社
会
課
題
の
解
決
を
図
り
、「
魅
力

あ
る
九
州
の
農
業
」の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
1

日
単
位
で
働
き
た
い
人
と
生
産
者
を

つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ「
d
a
y

間
連
携
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
都
市
圏
に
住
む
農
業
に

興
味
・
関
心
の
高
い
層
を
対
象
に
、

ウ
ェ
ブ
や
S
N
S
な
ど
で
農
作
業
参

加
者
を
募
集
す
る
異
業
種
連
携
に
も

取
り
組
み
、
10
〜
1
月
に
イ
チ
ゴ
農

家
・
農
業
法
人
で
合
計
15
人
が
収
穫

前
作
業
や
定
植
作
業
な
ど
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
交
通
費
や
宿
泊
費
が

補
助
さ
れ
る
た
め
、
少
な
い
負
担
で

ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

農
家
側
は
未
経
験
者
を
受
け
入
れ
る

こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
薄
れ
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
、
今
後
未
経
験
者
を
受

け
入
れ
る
素
地
づ
く
り
の
一
助
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
継
続
の

た
め
に
は
旅
費
補
助
な
ど
の
課
題
が

残
り
ま
す
が
、
今
後
は
行
政
な
ど
と

連
携
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
新
お
た
る（
北
海
道
）
と
は
、

23
年
11
月
よ
り
県
本
部
施
設
で
特

定
技
能
外
国
人
の
産
地
間
連
携
の

ト
ラ
イ
ア
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
J
A
管
内
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

等
の
方
々
の
一
部
は
、
シ
ー
ズ
ン
終

了
後
の
11
〜
4
月
は
仕
事
が
な
く
帰

国
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
福
岡
県

　
期
間
を
通
じ
た
労
働
者
の
作
業
量

や
住
宅
・
通
勤
手
段
の
確
保
に
課
題

も
あ
り
ま
す
が
ト
ラ
イ
ア
ル
結
果
を

踏
ま
え
、
い
ず
れ
は
県
内
農
家
・
J
A

な
ど
に
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

産
地
間
連
携・特
定
技
能
外
国
人・

三
者
連
携
に
よ
る
企
業
副
業・ボ
ラ
ン
ティ
ア

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
農
業
労
働
力
支
援

　福
岡
県
は
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
の
も
と
で
、多
種
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。代
表
的
な
農
産
物
は
イ
チ
ゴ
、柿
、ミ
カ
ン
、麦
な
ど
。県
内
基
幹
的

農
業
従
事
者
は
2
0
2
0
年
に
約
3
・
8
万
人
で
、15
年
に
比
べ
約
7
6
0
0

人
減
少
し
て
い
ま
す（
農
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
）。ま
た
、そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
割

合
は
約
60
%
か
ら
約
66
%
に
増
加
し
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
福

岡
県
本
部
で
は
持
続
的
な
農
業
生
産
を
実
現
す
る
た
め
、生
産
振
興
や
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、19
年
よ
り
㈱
菜
果
野
ア
グ
リ
の
農
作
業
請
負
に

よ
る
支
援
を
開
始
。22
年
度
に
は
、約
7
6
0
0
人
の
労
働
力
を
供
給
し
ま
し

た
。22
年
か
ら
は
、九
州
経
済
連
合
会（
以
下
、九
経
連
）、農
林
中
央
金
庫（
以

下
、農
林
中
金
）と
の
三
者
連
携
に
よ
る
支
援
、23
年
に
は
J
A
福
岡
中
央
会

が
推
進
中
の
農
業
労
働
力
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
利
用
や
特
定
技
能
外
国
人

の
産
地
間
連
携
に
よ
る
支
援
、国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
産
地
間
連
携
・
異

業
種
連
携
に
よ
る
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　

   

　【福
岡
県
本
部
】

修
で
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
」
や「
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
」

な
ど
全
て
の
仕
事
に
通
ず
る
学
び
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
企

業
、Ｊ
Ａ
、
生
産
者
な
ど
に
広
く
周

知
し
、
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
農
業
研
修
で
は
、
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
各
種
研
修
な
ど
の
導

入
を
図
り
、
農
業
の
担
い
手
不
足
の

解
消
と
農
的
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
県
本
部
で
は
、
農
水
省
が
行
う
23

年
度
の
農
業
労
働
力
確
保
支
援
事

業
の
実
施
主
体
と
な
り
、
産
地
間
・

異
業
種
連
携
の
取
り
組
み
を
㈱
農
協

観
光
と
と
も
に「
福
岡
農
業
ツ
ア
ー
」

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
福
岡
県
と
大
分
県
よ

り
労
働
力
を
支
援
し
た
山
形
県
と

北
海
道
か
ら
、
11
月
に
県
内
の
柿
農

家
に
6
人
、
ミ
カ
ン
農
家
に
4
人
の

労
働
力
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
、
福

岡
県
と
北
海
道
・
山
形
県
の
産
地

九
経
連
、
農
林
中
金
と
の

三
者
連
携
で
の
支
援

産
地
間
連
携
事
業
に
よ
る

農
業
労
働
力
確
保

労
働
力
支
援
特
集

福
岡

な 

か 

や

イチゴの収穫前作業②

「福岡農業ツアー」のチラシ

イチゴの収穫前作業①

（１）
農
業
労
働
力
確
保
支
援
事
業
を

　使
っ
た
産
地
間
連
携
・

　異
業
種
連
携

（2）
特
定
技
能
外
国
人
に
よ
る

　産
地
間
連
携
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ

ワ
ー
ク

今年度の受け入れ状況

三者連携スキーム図

産地間連携イメージ

産地間連携スキーム図
ミカン収穫作業

特定技能外国人作業風景
（広域集出荷施設「県南VFステーション」）特定技能外国人の産地間連携イメージ

6

JA Zennoh W
eekly

特　

  

集

2024 1.15 vol.1060



w
o
r
k
」を
活
用
し
た
副
業
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
労
働
力
支
援
や
企

業
研
修
へ
の
農
業
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
22
年
は
二
つ
の
企
業
の
社

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
労
働
力

支
援
、
23
年
は
一
つ
の
企
業
の
新
入

で
は
そ
の
時
期
が

「
博
多
あ
ま
お
う
」の

最
盛
期
で
選
果
場
の

人
手
不
足
が
深
刻
な

状
況
で
あ
り
、
福
岡

県
側
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
備
す
れ
ば
、

産
地
間
連
携
と
し
て

の
取
り
組
み
が
可
能

と
判
断
。
ト
ラ
イ
ア

ル
で
は
労
働
者
派
遣

事
業
を
行
う
地
元
企

業
ジ
ャ
ム
セ
レ
ク
ト

（株）
の
協
力
を
得
て
約

40
人
を
県
内
4
施

設
で
受
け
入
れ
て
い

ま
す（
24
年
4
月
ま

で
の
予
定
）。

　
例
年
、
選
果
場
で

は
労
働
者
の
入
れ
替

わ
り
が
激
し
く
、
都

度
作
業
説
明
な
ど
に

時
間
を
取
ら
れ
、
作

業
効
率
が
よ
い
と
は

言
え
な
い
状
況
で

す
。
し
か
し
、農
作
業
経
験
が
あ
り
、

日
本
語
も
通
じ
る
労
働
者
が
約
５

カ
月
間
確
保
で
き
れ
ば
、
作
業
効
率

も
上
が
り
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
員
研
修
で
県
内
５
カ
所
の
農
業
法

人
や
県
本
部
の
選
果
場
な
ど
で
農
作

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
や
り
た
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
、
農
業
未
経
験

者
で
も
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
関
心

を
持
つ
人
が
多
い
こ
と
や
、
企
業
研

　
福
岡
県
本
部
、
九
経
連
、
農
林
中

金
は
、「
地
元
の
企
業
な
ど
で
地
元
の

農
業
を
支
え
る
仕
組
み
」
を
作
る
べ

く
、
22
年
２
月
に「
農
業
の
活
性
化

に
関
す
る
三
者
連
携
協
定
」
を
締
結
。

三
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
寄
り
活
用
す

る
こ
と
で
、
担
い
手
不
足
の
解
消
や

地
産
地
消
の
推
進
な
ど
農
業
に
係
る

社
会
課
題
の
解
決
を
図
り
、「
魅
力

あ
る
九
州
の
農
業
」の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
1

日
単
位
で
働
き
た
い
人
と
生
産
者
を

つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ「
d
a
y

間
連
携
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
都
市
圏
に
住
む
農
業
に

興
味
・
関
心
の
高
い
層
を
対
象
に
、

ウ
ェ
ブ
や
S
N
S
な
ど
で
農
作
業
参

加
者
を
募
集
す
る
異
業
種
連
携
に
も

取
り
組
み
、
10
〜
1
月
に
イ
チ
ゴ
農

家
・
農
業
法
人
で
合
計
15
人
が
収
穫

前
作
業
や
定
植
作
業
な
ど
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
交
通
費
や
宿
泊
費
が

補
助
さ
れ
る
た
め
、
少
な
い
負
担
で

ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

農
家
側
は
未
経
験
者
を
受
け
入
れ
る

こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
薄
れ
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
、
今
後
未
経
験
者
を
受

け
入
れ
る
素
地
づ
く
り
の
一
助
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
継
続
の

た
め
に
は
旅
費
補
助
な
ど
の
課
題
が

残
り
ま
す
が
、
今
後
は
行
政
な
ど
と

連
携
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
新
お
た
る（
北
海
道
）
と
は
、

23
年
11
月
よ
り
県
本
部
施
設
で
特

定
技
能
外
国
人
の
産
地
間
連
携
の

ト
ラ
イ
ア
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
J
A
管
内
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

等
の
方
々
の
一
部
は
、
シ
ー
ズ
ン
終

了
後
の
11
〜
4
月
は
仕
事
が
な
く
帰

国
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
福
岡
県

　
期
間
を
通
じ
た
労
働
者
の
作
業
量

や
住
宅
・
通
勤
手
段
の
確
保
に
課
題

も
あ
り
ま
す
が
ト
ラ
イ
ア
ル
結
果
を

踏
ま
え
、
い
ず
れ
は
県
内
農
家
・
J
A

な
ど
に
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

産
地
間
連
携・特
定
技
能
外
国
人・

三
者
連
携
に
よ
る
企
業
副
業・ボ
ラ
ン
ティ
ア

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
農
業
労
働
力
支
援

　福
岡
県
は
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
の
も
と
で
、多
種
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。代
表
的
な
農
産
物
は
イ
チ
ゴ
、柿
、ミ
カ
ン
、麦
な
ど
。県
内
基
幹
的

農
業
従
事
者
は
2
0
2
0
年
に
約
3
・
8
万
人
で
、15
年
に
比
べ
約
7
6
0
0

人
減
少
し
て
い
ま
す（
農
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
）。ま
た
、そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
割

合
は
約
60
%
か
ら
約
66
%
に
増
加
し
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
福

岡
県
本
部
で
は
持
続
的
な
農
業
生
産
を
実
現
す
る
た
め
、生
産
振
興
や
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、19
年
よ
り
㈱
菜
果
野
ア
グ
リ
の
農
作
業
請
負
に

よ
る
支
援
を
開
始
。22
年
度
に
は
、約
7
6
0
0
人
の
労
働
力
を
供
給
し
ま
し

た
。22
年
か
ら
は
、九
州
経
済
連
合
会（
以
下
、九
経
連
）、農
林
中
央
金
庫（
以

下
、農
林
中
金
）と
の
三
者
連
携
に
よ
る
支
援
、23
年
に
は
J
A
福
岡
中
央
会

が
推
進
中
の
農
業
労
働
力
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
利
用
や
特
定
技
能
外
国
人

の
産
地
間
連
携
に
よ
る
支
援
、国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
産
地
間
連
携
・
異

業
種
連
携
に
よ
る
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　

   

　【福
岡
県
本
部
】

修
で
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
」
や「
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
」

な
ど
全
て
の
仕
事
に
通
ず
る
学
び
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
企

業
、Ｊ
Ａ
、
生
産
者
な
ど
に
広
く
周

知
し
、
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
農
業
研
修
で
は
、
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
各
種
研
修
な
ど
の
導

入
を
図
り
、
農
業
の
担
い
手
不
足
の

解
消
と
農
的
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
県
本
部
で
は
、
農
水
省
が
行
う
23

年
度
の
農
業
労
働
力
確
保
支
援
事

業
の
実
施
主
体
と
な
り
、
産
地
間
・

異
業
種
連
携
の
取
り
組
み
を
㈱
農
協

観
光
と
と
も
に「
福
岡
農
業
ツ
ア
ー
」

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
福
岡
県
と
大
分
県
よ

り
労
働
力
を
支
援
し
た
山
形
県
と

北
海
道
か
ら
、
11
月
に
県
内
の
柿
農

家
に
6
人
、
ミ
カ
ン
農
家
に
4
人
の

労
働
力
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
、
福

岡
県
と
北
海
道
・
山
形
県
の
産
地

九
経
連
、
農
林
中
金
と
の

三
者
連
携
で
の
支
援

産
地
間
連
携
事
業
に
よ
る

農
業
労
働
力
確
保

労
働
力
支
援
特
集

福
岡

な 

か 

や

イチゴの収穫前作業②

「福岡農業ツアー」のチラシ

イチゴの収穫前作業①

（１）
農
業
労
働
力
確
保
支
援
事
業
を

　使
っ
た
産
地
間
連
携
・

　異
業
種
連
携

（2）
特
定
技
能
外
国
人
に
よ
る

　産
地
間
連
携
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ

ワ
ー
ク

今年度の受け入れ状況

三者連携スキーム図

産地間連携イメージ

産地間連携スキーム図
ミカン収穫作業

特定技能外国人作業風景
（広域集出荷施設「県南VFステーション」）特定技能外国人の産地間連携イメージ
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JA全農たまご

　「夢王」は「第2回・第3回たまごかけごはん祭り」で全国の
ブランド卵を押さえて日本一に輝いたスーパープレミア卵で
す。飼料は梅酢、ニンニク、緑茶、唐辛子、海藻、桑、ブドウ搾
りかす、ヨモギなど、鶏の健康面を考慮した素材を配合して
います。
　「夢王」の黄身は紅に近い鮮やかな色で、濃厚なうまみと
コクがあるのが特長です。雑味がないためご飯との相性も抜
群。たまごかけご飯にぴったりです。ご注文後に採卵、選別、
パッキングするため、鮮度を落とすことなくお届けします。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

たまご「夢王」30個入り……5500円（税込み）

JA全農の産地直送通販サイト

『ＪＡ全農トピックス』の公式
X（旧Twitter）はこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力を
日々 発信中！ フォローはこちらから

「ニッポンエール 焼き芋」新発売

Z-GISスマホアプリを大幅改良

　全農は㈱ファミリーマートとの協業の一環で、茨城県産のサツマイモを使用した
「ニッポンエール 焼き芋」を、１月９日から販売しています。【営業開発部・茨城県本部】

　全農は営農管理システム「Z-GIS」の普及を通じ、ＪＡや生産者の圃場
管理の効率化を支援しています。今回、Z-GISスマートフォンアプリの入
力方法を改良。情報入力がより簡単に行えるようになりました。

【耕種総合対策部】

　改良版Z-GISアプリでは、圃場ポリゴンをタップすること
で圃場にひも付く情報をリスト画面から更新することがで
きます。地図を見ながら入力したい圃場を選択できるので、
これまでの属性表から圃場を選択する方法と比べて記録
が容易になります。
　日付や事前に設定したリストを選択して入力することも

　茨城県本部を販売者とする「ニッポ
ンエール 焼き芋」は、JAなめがたしお
さいのサツマイモ「紅優甘」と「紅まさ
り」を使用しています。サツマイモの糖
化が進んだおいしい時期に焼き上げ
ているため、レンジで温めても、そのま
ま食べてもおいしく召し上がれます。

　商品は1月9日より、関東・甲信越エリ
アのファミリーマートで販売していま
す。
　今後もファミリーマートと連携しなが
ら、特徴のある原材料を使用した商品
開発を行い、国産農畜産物の訴求と
販売拡大に取り組んでいきます。

べにゆう か

「ニッポンエール 焼き芋」の「紅優甘」（左）と「紅まさり」

ファミリーマートと協業、JAなめがたしおさい産

圃場管理を効率化、情報入力より簡単に
ほじょう

でき、圃場にいても作業状況の入力が簡単にできます。
Z-GIS会員は追加料金なしで利用することができますので、
便利になったZ-GISアプリをぜひお試しください。

アプリ使用
イメージ
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